
別紙様式 令和７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果　分析シート（中学校・義務教育学校後期課程）

１　自校の実技結果と全国平均との比較

握力 上体 長座 反復 シャトル 持久走 ５０ｍ 立幅 ボール

(㎏) (回) (㎝) (点) (回) (秒) (秒) (㎝) (ｍ)

全国 28.91 25.99 44.98 51.63 78.59 410.24 8.00 197.50 20.66 41.18 41.69 42.06

男 自校 31.58 26.08 41.58 55.33 76.17 7.78 201.17 21.33 44.62 41.88 43.83

比較 ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全国 23.12 21.62 46.97 45.77 50.44 310.35 8.97 166.39 12.36 47.08 47.22 47.46

女 自校 27.67 24.56 50.89 51.00 59.22 8.46 177.22 13.56 49.67 45.43 56.11

比較 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

※全国平均以上の種目･･･○　　全国平均未満の種目･･･△

２　重点種目の結果についての分析

３　生徒質問紙調査の結果及び分析

学校名 中02　広南中学校

体力合計点

学年 性別 Ｒ５ Ｒ６

Ｒ７平均値

Ｒ７

５０ｍ走 ２０ｍシャトルラン 長座体前屈

２年

呉市の重点種目
中学校区の重点種目

※義務教育学校は,自校の重点種目
自校の重点種目

※義務教育学校は,後期課程の重点種目

91.7 自校

○男女ともに全国平均を上回ってい
る。
○運動会のリレー練習において，チー
ムで走り方について学んだことによ
り，生徒それぞれが走るフォームを考
えて走るようになった。

○女子は全国平均を大きく上回ってい
る。ソフトテニス部の生徒が多く，日
ごろから体力が養われている。
●男子は全国平均を下回っている。授
業に集合した生徒から走らせるなど持
久力向上に努める。

○女子は全国平均を大きく上回ってい
る。
●男子は全国平均を下回っている。特
に柔軟性は怪我防止のために大切であ
り，体育の授業の隙間時間を活用して
柔軟性を高める運動を実施する。

男子
全国 90.9

男子
全国

自校 91.7 自校

○男女ともに全国平均を上回ってい
る。
●平均をわずかに上回っている。体育
の授業において，苦手な生徒が取り組
めるるように，スモールステップを設
定し，できたことへの達成感をもたせ
る。

○男女ともに全国平均を上回ってい
る。
●朝食を毎日摂っていない生徒がい
る。朝食の必要性を学級や授業で伝え
ていく。

○７割の生徒が運動部に所属してお
り，地域のスポーツクラブに所属して
いる生徒も多い。そのため，運動時間
が確保できている。
●１週間に60分以上運動をしていない
生徒がいる。昼休憩に少しでも運動を
するように促す。

女子
全国 78.3

自校 77.8 自校 77.8 自校 88.9
女子

全国 77.2
女子

〈成果○と課題●〉 〈成果○と課題●〉 〈成果○と課題●〉

〈成果○と課題●〉 〈成果○と課題●〉 〈成果○と課題●〉

全国 74.6

男子
全国 90.2

91.6

82.0

運動やスポーツをすることが好きな
生徒の割合

朝食を毎日食べる
生徒の割合

１週間の総運動時間が６０分以上の
生徒の割合
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